
応用確率統計（演習 3） 平成 21 年 10 月 29 日 

問 1 

ある線形システムのインパルスレスポンスは

       
1 1

1 2
2 4

H t t t t       とする。 

入力信号  p t が与えたとき、出力信号  q t が下の式

になる。      q t p t H d  



   

(a)    p t t のとき、出力信号を求め、図示せよ。 

(b)  
1 ,  0 1

0 ,otherwise

t
p t

 
 


のとき、出力信号を求め、

図示せよ。 

 

 

回答 

(a)  

       q t t H d H t   



    

 

(b)  
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1  , for 0 1;  , for 1 2; 
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 , for 2 3; 0 , for otherwise.
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以上

    

問 2 

X、Y が独立で、下の確率密度関数に従う確率変数で

あるとする。 
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2

x
p x x x

 
   

 
 

このとき、次の Z と W の確率密度関数を求め、簡単

に図示せよ。 

(a) 
2Z X  

(b) 
2 2W X Y   

 

回答 

X、Y の確率密度関数をそれぞれ  Xp x 、  Yp x とし、 

     X Yp x p x p x   

(a) 
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(b) 

2

1Z X 、 2

2Z Y とし、(a)の結果から 1Z 、 2Z の確

率密度関数は下のようになる。しかも、X、Y が独立で

あるから、 1Z 、 2Z も独立な確率変数である。 
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したがって、 
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以上 

 

 


